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※ 次回の「弘法さん」縁日は１１月６日 (金 ) です。
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
い
よ
い
よ
秋
本

番
。
朝
晩
は
冷
え
込
み
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

今
年
の
か
わ
ら
版
は
三
河
新
四
国
八
十
八

ヶ
所
霊
場
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
月
か
ら
蒲
郡
市
に
入
り
ま
す
。

★
三
河
高
野
山
の
金
剛
寺

   

三
河
新
四
国
最
東
端
の
四
十
三
・
四
十
四

番
か
ら
折
り
返
し
、
一
路
西
に
向
か
い
ま
す
。

国
道
一
号
線
か
ら
御
津
を
経
て
国
道
二
十
三

号
線
に
入
り
、
三
河
湾
を
眺
め
な
が
ら
西
に

進
む
こ
と
約
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
三
谷
温

泉
を
擁
す
る
乃
木
山
に
あ
る
の
が
四
十
五
番
、

弘
法
山
金
剛
寺
。
真
言
宗
高
野
（
山
）
派
の

お
寺
、
三
河
高
野
山
と
も
称
さ
れ
ま
す
。

   

蒲
郡
市
に
は
、
三
谷
の
ほ
か
に
も
形
原
、
西

浦
な
ど
の
温
泉
街
が
あ
り
ま
す
が
、
三
谷
は

最
も
長
い
歴
史
を
持
つ
愛
知
県
下
有
数
の
古

湯
。
行
基
に
よ
る
発
見
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

   

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
当
寺
の
前
身
は
大
同
年

間
（
八
〇
六
年
〜
八
一
〇
年
）
に
弘
法
大
師

が
開
創
。
そ
の
後
、
現
在
の
金
剛
寺
は
一
九

三
八
年
（
昭
和
十
三
年
）
に
名
古
屋
の
財
界

人
滝
信
四
郎
が
開
創
。
前
年
に
は
高
さ
三
十

メ
ー
ト
ル
の
弘
法
大
師
像
も
寄
進
し
て
い
ま

す
。

   

滝
信
四
郎
は
一
八
六
八
年
（
慶
応
四
年
）

生
ま
れ
。
一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
年
）
に

名
古
屋
の
繊
維
問
屋
・
滝
兵
（
現
タ
キ
ヒ
ヨ

ー
、
一
七
五
一
年
宝
暦
元
年
創
業
）
の
五
代

目
を
継
承
。

   

一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
年
）
に
は
創
業

地
（
江
南
市
）
に
滝
実
業
学
校
（
現
滝
学
園
）

を
創
設
す
る
な
ど
、
多
方
面
に
活
躍
し
た
近

代
名
古
屋
を
代
表
す
る
財
界
人
で
す
。

   

蒲
郡
市
は
自
然
も
豊
か
で
温
暖
な
地
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
縄
文
・
弥
生
時
代
か
ら
人
が

居
住
し
、
古
代
史
に
も
周
辺
の
地
名
が
登
場
。

既
に
集
落
を
形
成
し
て
い
た
歴
史
的
な
地
域

で
す
。

   

平
安
時
代
に
三
河
国
司
を
務
め
た
藤
原
俊

成
が
当
地
の
基
盤
を
築
き
、
源
平
時
代
に
は

熊
野
と
の
間
に
海
上
交
通
も
栄
え
た
要
地
。

   

以
後
も
多
く
の
貴
族
や
武
士
が
当
地
に
関

与
し
、
戦
国
時
代
に
な
る
と
松
平
氏
、
今
川

氏
等
が
攻
防
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

   

江
戸
時
代
に
は
、
形
原
藩
、
吉
田
藩
、
岡

崎
藩
等
が
統
治
に
関
わ
る
な
ど
、
古
く
か
ら

の
寺
社
仏
閣
が
多
い
地
域
で
す
。
因
み
に
、
現

在
の
市
域
の
多
く
は
旗
本
・
寺
社
領
だ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

   

ご
本
尊
は
本
四
国
六
十
一
番
札
所
香
園
寺

の
ご
本
尊
子
安
大
師
の
分
身
。
女
人
、
子
供

の
守
り
本
尊
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

四
十
六
番
は
弘
法
大
師
像
近
く
に
あ
る
奥
之

院
で
す
。

　
　

ご
本
尊
（
四
十
五
番
）
子
安
大
師

　
　

ご
本
尊
（
四
十
六
番
）
毘
沙
門
天
、

准
胆
（
？
）
観
音
、
不
動
明
王

　
　

ご
詠
歌　

た
か
き
よ
り 

あ
ま
ね
く
て
ら
す 

み
ひ
か
り
の

 

大
師
の
め
ぐ
み 

い
と
あ
ら
た
な
り

★
光
昌
稲
荷

   

四
十
五
・
四
十
六
番
か
ら
乃
木
山
を
下
り
、

再
び
国
道
二
十
三
号
線
を
西
に
向
か
っ
て
約

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
む
と
、
三
河
三
谷
駅
南

側
、
八
劔
神
社
の
あ
る
集
落
の
中
に
四
十
七

番
、
海
平
山
光
昌
寺
が
あ
り
ま
す
。
曹
洞
宗

の
お
寺
で
す
。

   

一
〇
九
六
年
（
永
長
元
年
）
開
創
の
古
刹

で
す
が
、
当
初
は
天
台
宗
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

度
重
な
る
兵
火
の
末
に
、
曹
洞
宗
に
改
宗
し

た
そ
う
で
す
。

   

本
堂
は
一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
年
）
に

総
欅
（
け
や
き
）
柱
で
再
建
。
ご
本
尊
は
丈

約
八
十
セ
ン
チ
の
釈
迦
牟
尼
仏
で
す
。

   

本
堂
の
横
に
は
鳥
居
の
朱
色
が
鮮
や
か
な

光
昌
稲
荷
。
参
道
に
は
寺
院
に
は
珍
し
い
幟

立
石
も
あ
り
、
神
仏
習
合
の
色
濃
い
境
内
で

す
。

   

四
十
八
番
は
、
山
門
を
入
っ
た
右
側
の
弘

法
堂
で
す
。

　
　

ご
本
尊
（
四
十
七
番
）
釈
迦
牟
尼
仏

　
　

ご
本
尊
（
四
十
八
番
）
弘
法
大
師

　
　

ご
詠
歌  

海
平
の 

峰
の
松
風 

鐘
の
音
も 

南
無
や
大
師
の 

慈
悲
ぞ
こ
も
れ
る

★
百
八
十
人
分
の
椅
子
席

   

四
十
七
・
四
十
八
番
か
ら
蒲
郡
市
街
地
を

西
に
向
か
い
ま
す
。

   

善
応
寺
に
向
か
う
途
中
、
竹
島
と
蒲
郡
ホ

テ
ル
を
横
目
に
進
み
ま
す
。
一
九
一
二
年
（
明

治
四
十
五
年
）
、
三
河
湾
の
景
勝
地
で
あ
る

竹
島
と
桟
橋
で
繋
が
る
対
岸
部
に
料
理
旅
館

「
常
盤
館
」
が
創
業
し
、
当
時
の
文
豪
や
政

財
界
人
か
ら
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

   

一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
に
は
竹
島
対

岸
の
小
高
い
山
に
「
蒲
郡
ホ
テ
ル
」
が
建
築

さ
れ
、
現
在
も
国
の
近
代
化
産
業
遺
産
に
認

定
さ
れ
て
お
り
、
愛
知
県
三
河
地
方
を
代
表

す
る
歴
史
的
建
築
物
で
す
。

   

約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
む
と
、
蒲
郡
駅
の

北
側
の
市
街
地
の
中
に
あ
る
の
が
四
十
九
番
、

巖
松
山
善
応
寺
。
浄
土
宗
西
山
深
草
派
の
お

寺
で
す
。

   

開
創
は
一
四
五
九
年
（
長
禄
三
年
）
、
慶

順
和
尚
が
開
創
し
ま
し
た
。

   

江
戸
時
代
か
ら
約
二
百
五
十
年
建
っ
て
い

た
木
造
本
堂
を
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
十
六

年
）
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
再
建
。
当

時
と
し
て
は
珍
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
本

堂
内
は
百
八
十
人
分
の
椅
子
席
が
並
び
ま
す
。

高
齢
者
に
は
あ
り
が
た
い
ご
配
慮
で
す
。

   

そ
の
当
時
の
蒲
郡
市
は
温
泉
客
や
観
光
客

の
最
盛
期
。
市
街
地
、
繁
華
街
の
真
ん
中
に

あ
る
当
寺
の
新
築
さ
れ
た
本
堂
も
、
参
拝
客

で
賑
わ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

   

五
十
番
は
本
堂
内
左
側
に
あ
る
厳
松
殿
。

　
　

ご
本
尊
（
四
十
九
番
）
阿
弥
陀
如
来

　
　

ご
本
尊
（
五
十
番
）
観
世
音
仏

　
　

ご
詠
歌  

こ
え
の
み
ず 

に
ご
れ
ど
す
め
ど 

へ
だ
て
な
く 

だ
い
ひ
の
つ
き
の 

て
ら
さ
ぬ
は
な
し

★
形
原
城
と
形
原
松
平
氏

   

来
月
は
さ
ら
に
西
に
進
ん
で
形
原
温
泉
に

向
か
い
ま
す
。
形
原
城
、
形
原
松
平
氏
縁

（
ゆ
か
り
）
の
実
相
院
、
利
生
院
に
向
か
い

ま
す
。
乞
ご
期
待
。

   


